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NY マーケットレポート（2016 年 1 月 19 日) 
NY市場では、1バレル＝30 ドルを超えていた原油価格が下落に転じ、28 ドル台まで下落したことや、原油価格の下落の影響で、前週末比

で 180 ドル以上上昇していた米ダウ平均株価がマイナス圏まで下落したことから、投資家のリスク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は

軟調な動きが続いた。ただ、終盤には株価がプラス圏まで値を戻したこともあり、ドル円・クロス円はやや値を戻す動きも見られた。ユーロは、

序盤に主要通貨に対して上昇となり、対円でも堅調な動きが見られた。一方、英ポンドは、英中銀総裁の発言を受けて、利上げ期待の後退

観測から、主要通貨に対して軟調な動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

トルコ指標レポレート（政策金利） 7.50％（予想 7.50%・前回 7.50%） 

トルコ翌日物貸出金利 10.75％（予想 10.75%・前回 10.75%） 

トルコ翌日物借入金利 7.25％（予想 7.25%・前回 7.25%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

21：02 

≪ 要人発言 ≫ 

カーニー英中銀総裁 

 

・「今はまだ利上げの時期ではない」 

 
(出所：ネットダニア) 
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22：00 

ドル/円 117.89  ユーロ/円 128.19  ユーロ/ドル 1.0876 

 

22：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 5911.62 +131.70 
ダウ 

先物ミニ 
16141 +229 

 

 

仏 CAC40 4301.71 +112.14 
S&P 

500 ミニ 
1901.50 +26.50 

 

 

独 DAX 9738.45 +216.60 
NASDAQ 

100 ミニ 
4202.50 +61.50 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月カナダ国際証券取扱高 25.8 億 CAD（前回 190.8 億 CAD） 

前回発表の 220.8 億 CAD から 190.8 億 CAD に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16149.63 +161.55 

ナスダック 4547.53 +59.11 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1 月米 NAHB 住宅市場指数 60（予想 61・前回 60） 

前回発表の 61 から 60 に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪NAHB 住宅市場指数≫ 

        1 月・12 月・11 月・10 月・9 月・8 月・7 月 

住宅市場指数・・60・・ 60・・62・・ 65・・61・・61・・60 

現状指数・・・・67・・ 65・・67・・ 70・・67・・66・・66 

見通し指数・・・63・・ 66・・69・・ 75・・68・・70・・71 

顧客動向指数・・44・・ 46・・48・・ 47・・47・・45・・43 

 

 

0：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、原油相場に下げ止まり感が出たとの見方や、アジアと欧州の主要市場で株価が上昇したことも

好感され、序盤は堅調な動きとなった。その後、原油価格が下落に転じたことから、上げ幅を縮小する動きとなっ

た。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

1 月の NAHB（全米ホームビルダー協会）米住宅市場指数は、市場予想の 61 を下回る 60 となった。また、前月は 61

から 60 に下方修正された。当該指数は、50 を上回ると住宅建設業者の多くが現況を「良い」と判断していることを

示す。 

 

一戸建て販売の現況指数は 67 と、前月から 2 ポイント上昇。購買見込み客足指数は 44 と、前月の 46 から低下し、

6 ヵ月ぶりの低水準となった。また、向こう 6 ヵ月の販売見通しは 63 で、昨年 5 月以来の低い水準となった。前月

は 66 だった。地域別では、全米 4 地域のうち上昇は中西部だけで、西部と南部、北東部の 3 地域で低下した。 

 

NAHB のチーフエコノミストは発表文で、同指数は「住宅の伸びは緩やかになるとの当協会予想と合致する」と指摘。

「経済見通しは引き続き明るい。消費者の信頼感が回復し、住宅の価値が増加するのに伴い、住宅市場の前進を支

援するだろう」と述べた。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 5876.80 +96.88 

仏 CAC40 4272.26 +82.69 

独 DAX 9664.21 +142.36 

ストック欧州 600指数 332.93 +4.29 

ユーロファースト 300指数 1310.95 +17.66 

スペイン IBEX35指数 8554.90 +85.60 

イタリア FTSE MIB 指数 18880.52 +193.66 

南ア アフリカ全株指数 47627.76 +751.14 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、中国当局が一段の景気刺激策を打ち出すとの期待や、原油価格の持ち直しもあり市場心理が好転

した。また、割安感が出た銘柄を中心に買われる動きもあり、主要株価は大幅上昇となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16077.38（+89.30）、S&P500 1893.53（+13.20） ナスダック 4499.69（+11.27) 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①ドイツの世論調査で、ドイツのメルケル首相率いる、保守大連立政権の支持率が 2.5％低下し、2013 年 9 月の総

選挙以来最低水準の 32.5％になった。また、右派ポピュリスト政党「ドイツのための選択肢」の支持率が 12.5％と

なり、1％上昇したことがドイツ紙で報道された。 

 

②カーニー英中銀総裁は、今年初の講演で、「世界の景気は弱まり、英国の成長は鈍化した。原油価格の急落を理

由に、インフレ率は極めて低い水準により長くとどまる公算が大きい」とし、「今はまだ利上げの時ではない」と

言明した。また、「海外からのディスインフレ圧力を考慮すると、現在の国内コスト上昇の度合いは、基調的イン

フレが上向く状況とは一致しない」とした上で、「MPC（金融政策委員会）は低インフレがインフレ期待などを通じ

て賃金交渉に影響を与えている兆候がないか、引き続き厳重に警戒していく必要がある」と論じた。 
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≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、世界的に株価が上昇したことで、安全資産とされる米国債の逃避買いが後退した。

中国の GDP が市場予想の範囲内だったことも投資家のリスク志向の回復につながり、米国債相場を圧迫した。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.82％（前週末 2.82％）、10 年債が 2.05％（2.04％）、7 年債が 1.82％（1.80％）、5

年債が 1.48％（1.46％）、3 年債が 1.11％（1.08％）、2 年債が 0.87％（0.85％）。 

 

≪ポイント≫  

 

IEA（国際エネルギー機関）は、月報で平年よりも高い気温や供給増加により、世界の石油市場は少なくとも 2016

年末までは供給過剰の状態が続くとの見方を明らかにした。暖冬により、第 4・四半期の世界の石油需要の伸びは日

量 100 万バレルと、1 年ぶり低水準となった。一方、第 3・四半期は約 5 年ぶり高水準となる日量 210 万バレルを記

録していた。2016 年の世界の石油需要の伸びについては、日量約 120 万バレルとの前月予想を据え置いた。IEA は

「石油市場は 3 年連続で、供給が需要を日量 100 万バレル上回る状態になる見通しだ」と指摘した。 

 

4：30 

NY 金は、中心限月が前週末比 1.60 ドル安の 1 オンス＝1089.10 ドルで取引を終了した。 

 

 

5：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.96 ドル安の 1 バレル＝28.46 ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1089.10 -1.60 

NY 原油 28.46 -0.96 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、中国の GDP 成長率が減速したことで、景気刺激策を打ち出すとの見方から投資家のリスク志向が強まり、

比較的安全な資産とされる金が売られた。ただ、引けにかけては米国株がマイナスに転じたことなどをきっかけに

買い戻しも入り下げ幅は縮小した。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、欧米が対イラン経済制裁を解除したことで、イラン産原油の輸出が増加し、世界的な需給悪化に拍車

が掛かるとの懸念が強まった。また、IEA（国際エネルギー機関）が月報で 2016 年は供給過剰の状況が続くとの見

通しを示したことも相場を圧迫した。終値ベースでは、2003 年 9 月以来、約 12 年 4 カ月ぶりの 28 ドル台となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16016.02 +27.94 16171.96 15900.25 

S&P500種 1881.33 +1.00 1901.44 1864.60 

ナスダック 4476.95 -11.47 4550.57 4430.78 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、原油相場に下げ止まり感が出たとの見方や、アジアと欧州の主要市場で株価が上昇したことも好感

され、序盤は堅調な動きとなった。その後、原油価格が下落に転じたことから、上げ幅を縮小する動きとなったも

のの、終盤には値を戻す動きとなった。ダウ平均株価は、序盤前日比で 183 ドル高まで上昇したものの、その後は

87 ドル安まで下落する動きとなった。ただ、終盤には再びプラス圏まで値を戻している。ナスダックは小幅安で引

けた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 117.55  117.95  117.32  

EUR/JPY 128.31  128.56  128.02  

GBP/JPY 166.52  167.72  166.35  

AUD/JPY 81.29  81.83  81.02  

NZD/JPY 76.11  76.60  76.00  

EUR/USD 1.0917  1.0940  1.0861  

AUD/USD 0.6917  0.6939  0.6905  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、原油価格が下落に転じたことを受けて、米株価も軟調な動きとなり、円を買う動きが優勢となっ

た。終盤にはやや株価が下げ幅を縮小したことから値を戻す場面もあった。ポンドは、利上げ時期の後退観測から

主要通貨に対して軟調な動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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